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市政だよ υ γ今月の交通事故相談日

7月25日(火〉

市役所第 1会議室

10時，....， 15時
なるべく事故に関係の書類を

ご持参ください
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野岳湖畔での山開き

主

斗自然に親しみ、乙としの夏を元気に過ごしましょう庁

多良岳県立公園野岳キャンプ場は、 7月1自に山開き

を行ない、シーズン中の安全を祈願しました。

乙としは、駐車場の舗装をはじめ、洗場、野外炉、テ

ーブjレ、ベンチなどの増設を行ない、皆さんの利用を待

っています。

シーズン中は臨時パスも運行される予定で、す。

なおテント 、毛布の使用料は次のとおりです。

ムテント貸出料 12人用 600円 5-6人用 360円

4-5人用 300円

ム毛布貸出料掛毛布 1枚40円 敷毛布1枚30円

ム敷板 1枚10円

詳細は市高工観光課(電話③-4111)または野岳公園

管理事務所(電話⑤-8254)へ

毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所 /隆文社印刷所

涼風の湖畔

山聞 き
野岳キャンプ場
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交通事故の絶滅を

+.+ • 

交
通
安
全
推
進
県

民
協
議
会
は
毎
月
二

十
日
を
「
交
通
安
全

の
日
」
と
定
め
、
町

ぐ
る
み
、
市
民
ぐ
る

み
で
、

交
通
事
故
の

絶
滅
と
、
正
し
い
交

通
の
実
践
を
呼
び
か

け
ま
す
。

乙
の
日
は
、
特
に

交
通
安
全
母
の
会
や

交
通
指
導
員
な
ど
関

係
団
体
に
よ
る
交
通

安
全
に
関
す
る
各
種

運
動
を
も
り
あ
げ
る

と
と
も
に
、

交
通
環

4今
{ま日2 0 7月。.+

あ

あ

ド
ツ

キ
リ
、

境
の
改
善
と
交
通
道
徳
の
高
揚
に

つ
と
め
ま
す
。

市
民
一

人

一
人
が
、
乙
の
日
の

意
義
を
考
え
、

交
通
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う
お
互
い
に
注
意
し
ま
し

ょ'つ。
『
交
通
事
故
』

h
q

そ
れ
は
他
人
ご
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
グ

毎
日
の
よ
う
に
痛
ま
し
い
交
通

事
故
が
く
り
か
え
さ
れ
、

家
庭
の

幸
福
が
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
心
が
け
る
乙
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
万
一
の
事
故
に

備
え
て
市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

四
月
一
日
か
ら
本
年
度
分
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
加
入

さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、
い
ま
す

ぐ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
か
ら
は
い
る
と
保
険
料
は

一
人
三
百
六
十
円
で
、
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
人
は
だ
れ
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
支
払
わ

れ
る
保
険
金
は
、
死
亡
の
五
十
万

円
を
最
高
に
後
遺
症
や
け
が
の
程

度
に
応
じ
て
最
低
二
千
円
ま
で
支

払
わ
れ
ま
す
。

フ

イ

な

飛

梅

雨

明

参 各 い なぞ
考班 な 。 い っ実
にどお 町 て 施
しと、 づ 行 に
て に実 く なあ
く 配施 り い た
だ 付 要 iζ 、 っ

さし 領 どハ て
いまに 協 エは
。 す つ 力

のい く 蚊 町
でて だの 内

は さい こ

!す い 上 金 ま 干 港 公 億 管町 融
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け

の

大・

そ・

じ・

• う

7
月
引
日
〉
(
8
月

6
日

納
税
通
知
書
を
発
送

基

礎

控

除

を

改

正

り
で
す
。

基
礎
控
除

改
正
前

十
四
万
円

梅
雨
明
け
の
市
内
い

っ
せ
い
大

そ
う
じ
を
し
ま
し
ょ
う
。

市
は
、

梅
雨
明
け
の
大
そ
う
じ

を
七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
六
日

ま
で
実
施
し
ま
す
。

家
庭
内
の
清
掃
の
ほ
か
、

床
下

の
ゴ
ミ
を
取
り
除
く
清
掃
も
行
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
四
十
七
度
分
の
国
民
健
康

保
険
の
納
税
通
知
書
を
七
月
十
三

日
に
発
送
し
ま
し
た
。

な
お
本
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
お
も
な
改
正
点
は
次
の
と
お

改
正
後

十
五
万
円

び

出

し

も

う

し

ま

せ

ん
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お

し

⑥ り

せ

注
射
と
検
診

圃
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
(
混
合
)

予

防

接

種

りおおむ市政だより(3) 

の作品募集

市
制
三
十
周
年
記

念
行
事
と
し
て
『
あ

な
た
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
』
の
公
開
録
画
を

開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

『あなたのメロディー」

乙
の
番
組
は
、
ア

マ
チ
ュ
ア
の
作
詞
、

作
曲
し
た
歌
を
、
お

な
じ
み
の
歌
手
が
歌

ぃ
、
こ
れ
を
き
い
て

高
木
東
六
、
そ
の
他

音
楽
関
係
者
が
批
評

感
想
を
の
べ
る
も
の

で
す
。

ら市制30周年記念

つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
要
領
で
作
品
の

募
集
を
行
な
い
ま
す

の
で
ぶ
る
っ
て
ど
応

募
く
だ
さ
い
。

7 

月

20 

日

対
象
者

①
第
一
期
の
も
の
初
回
免
疫
者

生
後
三
カ
月
以
上
た
っ
た
も
の
で

ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
も
の
。

②
第
二
期
の
も
の
追
加
免
疫
者

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、
一
年

か
ら
一
年
半
た
っ
た
も
の
。

な
お
、
こ
の
期
聞
に
接
種
が
で

き
な
か
っ
た
も
の
。

接
種
要
領

あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

公
開
録
画
九
月
六
日
(
水
)

午
後
六
時
開
演

会
場
大
村
市
民
会
館

放
送
日
九
月
十
七
日
(
日
)

午
前
十
一
時

i
十
一
時
三
十
五

分
(
総
合
テ
レ
ビ
)

主
催

N
H
K
長
崎
放
送
局

大
村
市

募
集
要
項

題
材
形
式
の
制
限
な
し
。

未
発
表
の
創
作
に
か
ぎ
り
ま
す

A
V
詩
、
曲
必
ず
一
組
と
し
ま
す
。

多
ひ
と
り
で
作
っ
て
も
、
知
人
と

の
共
作
で
も
よ
い
。

修
曲
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
け
で
よ
く

前
奏
、
伴
奏
は
不
要
。

応
募
方
法

修
五
線
紙
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
書
き

そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
そ
っ
て
歌

番
組
名

{ま

『市

ヲ~
Jι 

民

の
第
一
期
の
も
の
、
三
週
間
お
き

に
三
回
接
種
。

め
第
二
期
の
も
の
、
い
ず
れ
か
の

日
に
一
回
接
種
。
料
金
は
無
料

禁
忌
者
か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
疾
患
、
胸
腺
リ
ン
パ

体
質
の
徴
候
の
あ
る
か
た
は
、
接

種
前
に
医
師
と
じ
申
う
ぶ
ん
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

詞
を
書
く
。

⑫
主
ら
に
、
別
に
た
て
書
で
歌
詞

を
書
く
。

@
五
線
紙
に
は
、
他
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
書
く
。

締
め
切
り
八
月
十
七
日
必
着

申
込
先
長
崎
市
西
坂
町
一
ー
一

N
H
K
『
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
』
係
(
〒
八
五

O
)

そ
の
他

⑫
放
送
に
と
り
あ
げ
ら
れ
な
い
作

品
の
返
送
、

批
評
は
し
ま
せ
ん

の
で
ど
了
承
く
だ
さ
い
。

多
詩
の
み
、
曲
の
み
の
作
品
は
採

用
し
ま
せ
ん
。

出
演
歌
手

水

原

弘

都

は

る

み

デ
ュ

l
ク
・
エ
イ
セ
ス

か
ず
み
あ
い

通

安

全

の

日』

百日ぜき・ジフテリア・破傷風(混〉

予防接種実施日程表

場三泊、
Zミ

募

集

圃
防
衛
序
共
済
組
合

大
村
ク
ラ
ブ

従
業
員
募
集

募
集
人
員
及
び
受
験
資
格

の
住
込
み
一
名
(
本
館
東
三
域
)

多
十
八
歳
か
ら
二
十
二
歳
の
女
性

多
国
家
公
務
員
に
準
ず
る
身
分
保

障
及
び
給
与
支
給

②
パ
ー
ト
タ
イ
ム
二
名
(
本
館

一

名
、
分
館
一
名
)

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
午
後
九

時
三
十
分
ま
で

四
十
五
歳
ま
で
の
健
康
な
女
性

試
験
内
容

教
養
、
面
接
、
身
体
検
査

申
込
期
限
七
月
二
十
日
ま
で

|診 | 院 |叫 [
内 科 近 藤 医院武部 2-2527

6日耳鼻咽喉科海江田医 院 駅 通 2-3329
整 形外 科牟 田医 院乾馬場 2-4501
内 科 沢 田 医院荒瀬 5-7603

… 長野病 院「22107
13日 眼 科 楠 木医院東本町 2-2711

外 科田崎医 院古町 2-2345
内 科長崎医院寿古郷 5-8615

m 目I皮内内終 膚盤揖人科科科 佐伯医院武部同~~ I 

松永医院乾馬場 2-2943
小児科 田川小児科皆同郷 15-8545

小児科 田}II小児医院 武部 2-4000 
27 内 科 松尾医 院 玖島町 2-4412 
日外 科 佐藤医 院 杭出津

内科・ 整形外科 橋 口医院 原口 5-8739 

※
く
わ
し
く
は
大
村
部
隊
厚
生
科

(
電
話
。
l
一
二
三
一
)
か
大

村
ク
ラ
ブ
(
電
話
。

|
二
七
七

ム
ハ
)
へ

圃
税
務
大
学
校
普
通
科

入

校

案

内

曜 当番医日8月

時間はいずれも午後2時から 3時まで

税
務
大
学
校
普
通
科
に
は
、
国

家
公
務
員
採
用
初
級
試
験
(
税
務
)

に
合
格
し
た
者
の
中
か
ら
選
考
の

う
え
採
用
さ
れ
た
者
が
入
校
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

受
験
資
格

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
三
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子

申
込
受
付
期
間
と
申
込
先

昭
和
四
十
七
年
七
月
五
日
か
ら
七

月
二
十
日
ま
で
に
人
事
院
地
方
事

務
局
へ

詳
細
は
諌
早
税
務
署
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

。

所

得

税

第
一
期
分
の
納
税
は

七
月
三
十
日
ま
で
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(4) おおむら

貸

付

-
引
揚
者
特
別
交
付
金

国
庫
債
券
を
貸
付

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券

を
持
っ
て
い
る
か
た
を
対
象
に
、

つ
ぎ
の
と
お
り
貸
付
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
七
月
三
十
一

日
ま
で
に
市
社
会
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

貸
付
限
度
額

市政だより

社
会
福
祉
事
業
費
へ

ご寄付ありがとうございました一一

ム
片
町
の
塩
田
初

枝
さ
ん
は
亡
夫

直
一
さ
ん
の
忌

明
け
に
あ
た
り

金
一
封
を
u

ム
東
浦
の
森
祥
寅

さ
ん
は
、
亡
母

セ
ツ
さ
ん
の
忌

明
け
に
あ
た
り

金
一
封
を
。

ム
徳
泉
川
内
郷
の

楠
本
政
次
さ
ん

は
、
亡
父
亀
作

さ
ん
の
思
明
け

に
あ
た
り
金
一

封
を
。

別表

i券面金額 i 貸 付 額 ;

1-~竺!二回4，860 
i 1万4千 11 6，804 I 

2万 11 9.72o I 
I~万1千~! __ 10，20L¥ 
I 2万8千 11 I 13.608 I 

3万 11 14，58o I 
3万5千 1/ I 17，01o I 

4万 11 I 9.44o I 
4万2千 11 20.412 ! 

5万 24.30o I 

6万 11 ' 29.160 ! 

?万 11 34，020 
7万7千 11 37，422 
10万 11 48，600 
11万 11 53.460 

11万2千 11 54.432 
11万9千 11 57，834 i 

16万 11 i 77.76o I 

1 w亨 82，620 I 

一
記
名
者
に

つ
き
十
五
万
円
以
内

貸
付
額

賦
札
六
枚
分
の
別
表
価
格
と
す
る

な
お
、
借
入
申
請
が
貸
し
付
け

で
き
る
資
金
の
わ
く
に
達
し
た
と

き
は
締
め
切
り
ま
す
。

ム
下
諏
訪
の
森
ミ
ツ
さ
ん
は
、
亡

夫
末
次
郎
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ

た
り
金
一
封
を
。

ム
外
浦
小
路
の
大
島
正
博
さ
ん
は

亡
父
正
信
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ

た
り
金
一

封
を。

A
水
田
町
の
田
中
久
美
子
さ
ん
は

亡
夫
哲
朗
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ

た
り
金
一
封
を
。

ム
本
町
の
島
田
栄
三
郎
さ
ん
は
、

亡
妻
タ
ミ
子
さ
ん
の
忌
明
け
に

あ
た
り
金
一

封
を。

ム
辻
田
町
の
川
添
美
雄
さ
ん
は
、

亡
父
鹿
太
郎
さ
ん
の
忌
明
け
に

あ
た
り
金
一

封
を。

ム
本
町
の
小
川
元
次
郎
さ
ん
は
、

亡
妻
絹
江
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ

/:¥. 
"'"" 

売

-
小
中
学
校
生
徒
用

机
・
い
す
の
払
下
げ

払
下
物
件

小
中
学
校
生
徒
用
机

た
り
金
一
封
を
。

ム
乾
馬
場
さ
く
ら
タ
ク
シ
ー
内
平

沢
重
典
さ
ん
は
、
警
察
署
か
ら

受
け
と
ら
れ
た
拾
得
金
を
。

身
体
障
害
者
団
体
ヘ

ム
ボ

i
ト
場
売
居
組
合
(
代
表
中

村
輝
夫
さ
ん
)
は
組
合
員
の
慰

安
費
積
立
金
の
う
ち
か
ら
金
一

封
を
。

清
和
国
ペ

ム
松
並
町
の
松
崎
音
松
さ
ん
は
、

亡
父
近
七
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ

た
り
金
一
封
を
ο

市
民
体
育
館
の
備
品
へ

諏
訪
郷
の
長
与
照
子
さ
ん
は
、

亡
夫
敏
郎
さ
ん
の
遺
志
に
よ
り
金
》

一
封
を
。

い
す
(
木
製
)
四
千
組

払
下
価
格
一
組
十
円

場

所

市

内
各
小
中
学
校

払
下
方
法

希
望
者
の
申
請
に
よ

る。

希
望
者
が
多
い
場
合
は
按
分

し
て
割
当
て
ま
す
。

払
下
時
期
八
月
上
旬
の
予
定

申
込
者
に
は
払
下
回
時
を
後
日
連

絡
し
ま
す
。

申
込
方
法

払
下
希
望
者
は
市
会

計
課
用
度
係
に
七
月
二
十
五
日
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

講

習

会

-
主
婦
の
教
室
を

聞

き

ま

す

日
時
七
月
二
十
六
日
か
ら
十
一

月
二
十
二
日
ま
で
の
、
第
て

第
三
水
曜
日

午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

場
所
中
地
区
公
民
館

(
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
)

内

容

主

婦
と
し
て
よ
り
充
実
し

た
生
き
方
を
す
る
た
め
、
家
庭

の
管
理
と
余
暇
の
善
用
を
考
え

次
の
よ
う
な
学
習
を
し
ま
す
。

①
美
し
い
婦
人
像
を
求
め
る
学
習

②
食
べ
る
生
活
の
学
習

@
住
ま
い
の
学
習

④
育
児
の
学
習

①
家
庭
の
し
あ
わ
せ
の
学
習

講
師

大
学
教
授
、
調
理
士
、
美

容
師
、
イ

ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ナ
ー
ほ
か

申

込

み

電
話
か
は
が
き
で
、

乾
馬
場
郷
二
四
六
ハ
電
話
同
一

三
七
六
)
中
地
区
公
民
館
へ

@
児
童
室
が
あ
り
ま
す
の
で
子
ど

も
さ
ん
を
お
も
ち
の
お
母
さ
ん

は
特
に
歓
迎
し
ま
す
。

そ

の

他

-
八
月
の
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

⑥
一
日
か
ら
五
日
ま
で

⑥
七
日
か
ら
十
二
日
ま
で

⑥
十
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で

⑥
二
十
一
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で

⑥
二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
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